
≡領 との対応

旨黎法振釈努花畠早菅彗項 D"我 が国の諦 文化に関する鞭

挙くこと c…読むこと

の

※児重の実態や学校生活の流れに合わせて,学習活動を一つ取り出したり, 複数を組み合わせたりして,1回 当たり5～ 15分程度で扱う。

4月 教材群
他教材や他教科との合科的

イディア●単元のねらい/・ 主な学習活動/評価規準(学習指導要領との対応)

教材/想定される 10の姿の例

返し扱い,学習のリズムを作

る。

で繰り
ことができるこ声をリ
たヽことを話すけたことや気

実際に
こ気をつけて音読して話してし

っヽ 出すみんなとし しょIらムを楽しみながズ葉の●言
づつて 見見して見開きを通4り教科書をめく

てし みる。で表動きズムを体の言葉のリるのを開きをすが教材の読み聞かせ教師
みる。てや つてを考えし方声の出き教科書の言葉を聞

るヽてし 【思の 響きやリズム(言葉クるヽ)(姿勢に注意し技】 )イ(1

共有している))カ

【知

判・

2時間(読2)/教 :上 P¬ ～7
はじめよう

・図工の時間に描し

もの」の絵を見せて,自 己紹

介をする。

生活科の探検活動で,学校で

働くいろいろな先生に会つて

介をす

。いろいろな友連と自己紹介をし合つて握手をする。

駕埼!撃綿チ践窟霜踪宅

'4悪

呂兒再岳「E〆訊

ことのヽことを知る
ことを決める。

ができる。互 して合つ前などを伝え名心を持ちに関●他者
えに伝 合う名めヽ , 前の他る話型を確カ名く。 前を伝え己紹介自 を聞教師の

よろしくね
1時間(話聞1)/教 :上 P10～ 11

生活科の探検活動で,

働くいろいろな先生に会つたと

きに挨拶をする。

・道徳の時間に,挨拶などにつ

いて,教室の約束作りをする。。これから学校生活で使いたい言子葉や場面を考える。

【知・技】佃)オ (身近なことを表す語句の量を電し,話の中で使つている)

使うこ
して

きに

ができると1こ づき切な言葉 気大とき1こ人● と問わる
し合う。出て るヽかを想像んな言葉を話しがど人物て それぞれの見教科書の絵を

る。表すなどの言葉を発たヽ挨拶ってしと 使家族と話す先生や友達 ,稚園などで幼

(伝え判

2時間(話聞2)/教 :上 P12～ 13

ること

名前を呼ぶ。
・生活科の探検活動で見付け

たことについて,みんなの前

で話す。

った友達のよろしくね」

返事をする。
。2人ずつ前に出て,それぞれ誰を呼がかを話し合い,決めた友連の名前を呼ぶ。他の児

童は教室の反対側に座つて聞き,名 前を呼ばれた児童は,聞こえたら返事をする。

づくことができるこ気の大きさが違うことIこよ

1こ

つ て 必要な声の 距離などI手 と●相
教師は手を挙げて前を呼ぶ。童全員で教師の名児分かれ ,教室のが 両端児童と教師

て話し る )てし(姿 勢や発声に注意)イ知 枝】佃
え てして話し

思 判 表】

1時間(話 闘1)/教 :上 P14～ 15

こえ よう

けたものの名前を書くときや,

算数の時間に,数字を書くと

きに,姿勢のかつこよさに着目

見付時間に,生

させる。

・教科書の写_宜を見て,姿勢や手の置き方を確かめる。

・教科書の唱え歌に合わせて体を動かし,鉛筆の持ち方や姿勢を確かめる。

【知・技】い)ウ (文字ををく用意している)

心を持つことができる。り,鉛筆を使うことに関●姿勢や鉛筆の持ち方,手の置き方を知

1時間(知 技1)/教 :上 P16～ 17

にた

たものの中から,「つ」「く」「し」

「へ」「い」「こ」の付く言葉を探

す。

探検活 で見付け
心を持つことができ

こ丁を
した

る文字や言葉への間

めヽて 運筆練習をする。方を確カ手の置き勢や鉛無の持ち方姿
「 書く。ヤつ く し」てきを生かしの動した鉛筆練習

すり る。言葉を探る6字を組み合わせてできりめたたヽ6字を使う言葉を集も(し

【知・故】仰)ウ (簡単な平仮名を喜いている)

かいてみよう
.尉

(知技1)/教 :上 P18～ 19

のがみんなに伝わるよう1こ は

っきりとした声で話す。
・遠足で,「あいうえおのうた」を

みんなで口ずさみながら歩く。

時間に, 付けた

下あぃうえおのうたJを音読する。

・「あいうえおのうた」と教科書の挿絵を照らして,語のまとまりを確かめる。

・教科書の写真やマークを参考に,「あ」「い」「う」「えJ「 お」の口形が異なることを確かめる。

【知・枝】(1)イ (姿勢や口形.発声や発音に注意して話している)・ ク(語のまとまり1こ気をつけて音読し

ている)

ることができる。●語のまとまりや口形に気をつけて音読す

2時間(知 技2)/教 :上 P20～ 21

考カ

うヽえお

た物の中から,「 あ」「い」「う」

「え」「お」の付く言葉を探す。

科の探 見 1寸 けりから
,「あ」の関係に気 」ヽ

ている)

え」 お」の付く言

3時間(知 技3)/教 :上 P22～ 23

あつめ

働く人を探し,学校司書の先

生を見付けて話を聞く。

・生活科の校庭探検の前に,春

を題材にした絵本や図鑑など

の読み聞かせをする。

,学校で

ている)

こと

らつたお話の中で
たことを交流する。ったことや分カ

|こになる本を言し書館に行き

つ ができる関心を持とへの本を読むこ間きを●読み聞かせ
て ヤた お話などを発表する。るヽ覚をしてもみ開かせどで読幼稚固な

てヽ 思せヽや紹介を聞V
し V な本の読み聞カろヽ ろヽ

み たりする。V てヽ開り合ヽつた 実際気て見本棚を学校図
る )て し有し(本の感想を共)カ表】C(1判てし 【思るヽ)ろヽな本がある とを知ろヽし(し知 故】131エ

ほんがたくさん

2時間(L売2)/執 :上 P24～ 25

蒐字等への
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月
単元H教材

既習事項との間違
0単元のねらい/◇言:吾活動 単元の評価規準

他教科等との関連

5

あめですよ

4Httrη (記を4)

教科書:上 巻 P26～ 31

1既習事項との関劇
・言葉のリズムをとらえて声に
出す。(1上「さあはじめよ
うJ)

。日形を意識して,明瞭な発
音で音読する。(1上「あいぅ
えおのうたJ)

●絵と を結び付けて,場面や
を
な
る
唇だ葺磐金洋霧宗盲暮ま客髪記篭系奪菖

◇お話の内容や感想を伝え合つたり,演じたり
する。C(21イ

1 雨に関する体験を想起し,全文の音読を
聞いて,単元の学習課題をつかむ。

2 絵の人物や擬声語を比べ,様子を想像し
て気づいたことゃ思つたことを伝え合う。

3 場面の様子を想像しながら音読する。
4 単元の学習を振り返る。

【知・枝】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付
けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」1こ おぃて,場面の様子や
登場人物の行動など,内容の大体を捉
えている。C(1)イ

。「読むこと」|こ おいて,文 章の内容と自
分の体験とを結び付けて,感想をもつ
ている。C(1)オ

【主】
。これまでに読み聞かせを開いたり絵本
を読んだりした経験を生かしながら,積
極的に,絵と言葉を結び付けて内容の
大体を捉え,声や動作で表現すること
を楽しもうとしてv るヽ。

・生活 の 間

に,雨の日の校
庭 の様 子を観
察する。

5

い
や

°
の つくじ

3時間(知技3)

教科春:上巻 P32～ 33

1既習事項との関劇
'一文字一音節の基本的な
対応を動作化で表す。(1

上「あいぅぇおのことばをあ
つめよう」)

。清音と濁音の音を比べなが
ら,場面の様子を思い浮か
べる。(1上「あめですよ」)

0 濁音 半 の 表記 の 違 をしヽ

解して 読んだり書した りすることができる
ヽ

◇身の回りにある濁音や半濁音を含む語を集
める。

1 単元の学習課題をつかむ。
2 清者の語と濁音・半濁音を含む語を比べ

て読んだり書いたりしながら,濁点や半濁
点が付くことで発音や意味が異なることを
理解する。

3 身の回りにある濁音・半濁音を含む語を
読んだり書いたりする。

4 単元の学習を振り返る。

・音節と文字との関係に気付くとともに,

発声や発音に注意して話している。
(1)イ

◎濁音や半濁音の表記を理解して,平
仮名を読み,書いている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい
る。(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと
やできるよう|こなったことなどを生かしな
がら,工夫して,濁音と半濁音の表記を
理解し,身の回りにある濁音や半濁音

ようとしてし

【知・技】

【知・技】
・句点の打ち方を理解して文の中で使っ
ている。また,平仮名を読み,書いてい
る。(1)ウ

◎文の中における主語と述語との関係
に気付いている。(1)カ

【思・判・表】
・「書くこと」において,語と語との続き方
に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと
やできるようになったことなどを生かしな
がら,積極的に,主語と述語との関係に
気付こうとし,写真を基に助詞の「が」を
使った文を作ろうとしてし

・生活 の校内
探検や季節探
しで言葉見付
けをする。

活科の校
探検や季節探
しで見付けたも
のの動きを表す
文を作る。

・生活科の時間
に,学校で働く
人がしているこ
とを文 で伝 え
る。

5

ぶんをつくろう

2H手岡(各 2)

教科書:上巻 P34～ 35

1既習事項との関創
濁音や半濁音の表記を理解
し,正しく読んだり書いたりす
る。(1上「゙や

°
のつくじ」)

0 主語 の関係を考 え て O ○ ・す

文 を作 る と

「

る。」の文型で,意味が明確な
ができる。

◇写真を基にした文を作る。

1 単元の学習靱題をつかむ。
2 助詞「が」の働きを知り,主語と述語のある文

をイ乍る。
3 単元の学習を振り返る。
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単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言君吾活動

主な学習活動

単元の評価規準  .
(学習指導要領との対応)

他教科等との関連

5

みんなに はなそう

4RttP,"(話聞4)

教科審:上 巻 P36～ 39

。はつきりとした発声。発普に

なるよう,日 形を意識して話

す。(1上「あいうえおのう

た」)

。相手に聞こえる声の大きさ

を考えて話す。(1上「こえを

とどけよう」)

さとうとしお

4時間(読 4)

教科書:上 巻 P40～ 47

1既習事項との関劇
問いかけたり答えたりする。
(1上「みんなにはなそう」)

5

0身の回りで見付けたものの中から紹介する
ものを決め,相 手に聞こえるように,声の大
きさを工夫して話すことができる。

◇紹介したいことを話したり,それを聞いて声
に出して確かめたりする。A(2)ア

1 単元の学習課題をつかむ。
2 身の回りで見つけたものを出し合い,クイ

ズにして発表するものを決める。

3 クイズのやりとりをする話型を確かめ,話し

たり聞いたりする。

4 単元の学習を振り返る。

0事柄の順序などを考えながら,内 容の大体
を提え,自 分の体験と結び付けて感想をも
つことができる。

◇説明的な文章を楽しんで読み!分かつたこと

を伝え合う。C(21ア

1 単元の学習課題をつかむ。
2 問いごとイこ砂糖と塩を比べながら,書かれ

ていることを読み取る。

3 単元の学習を振り返る

【知・技】
・姿勢や図形,発 声や発音に注意して話

している。(1)イ

・身近なことを表す語句の量を増し,話
の中で使つている。(1)オ

【思・半u・ 表】
。「話すこと,聞くこと」において,身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め ,

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。A(1)ア

◎「話すこと・聞くこと」において,相手に

応じて,声の大きさを正夫している。

A(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こなつたことなどを生かしな

がら,積極的に,声 の大きさを工夫し

て,紹介しようとしている。

【知・技】
・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。(1)カ

・敬体で書かれた文章に慣れている。

(1)キ

・共通,相違,事柄の順序など情報と情

報との関係について理解している。

(2)ア

【思・判・表】

◎「読むこと」において,事柄の順序など

を考えながら,内容の大体を提えてい

る。C(1)ア

・「読むこと」において,文 章の内容と自

分の体験とを結び付けて,感想をもつ

ている。C(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことなどを生かしな

がら,積極的に,事柄の順序などを考

えながら内容の大体を捉え,分かつたこ

とを伝え合おうとしている。

。生活科の時間
に校庭で春探
しをして見付け
たものを伝え合

う。
・図工の時間に,

校庭で見付け
たものの絵を描
いて鑑賞 し合

う。

・給食指導に活

用する。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

5

はを つかおう

1時間(誉 1)

教科書:上巻 P.48～ 49

1既習事項との間劇
・話と語との統き方に気をつ

けて文を作る。(1上「ぶん

を つくろう」)

。助詞「
|ま 」を用いた説明的

な文章を読む。(1上「さとう

としお」)

0助詞の「は」の使い方を理解して,一 文の意

味が明確になるように文を書くことができ

る。

◇「は」と「わ」のどちらを書くのが正しいかを考

えて文を作る。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 助詞の「は」の使い方を知り,正しく読んだ

り書いたりする練習をする。

3 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎助詞の「は」の使い方を理解して文の

中で使つている。また,平仮名を読み ,

書いている。(1)ウ

。文の中における主語と述語との関係に

気付いている。(1)カ

【思・判・表】
。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,助詞の「は」の使い方を

理解しようとし,正しく使つて文を作ろう

としている。

・生活科の校内

探検や季節探

しで見つけた人

やものの様子を

表す 文を作つ

て書くときに ,

「は」「わ」のど

ちらを使うのが

正しいかを考え

る。

5

とん こと とん

5時閣(読 5)

教科群:上巻 P,50～ 55

1既習事項との間劇

助詞「はJの使い方を理解す

る。(1上「はをつかおうJ)

●場面の様子や人物の行動など,内容の大

体を捉えることができる。

◇お話を読み,内容や感想などを伝え合つた

り演したりする。C(2)イ

1 単元の学習課題をつかむ。

2 ねずみともぐらの行動を中心に,場面の

様子や人物の会話を想像しながら読む。

3 お話の場面を想像しながら,音 読を楽し

む。

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】

・敬体で書かれた文章に慣れている。

(1)キ

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子や

登場人物の行動など,内 容の大体を捉

えている。C(1)イ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こ なつたことを生かしなが

ら,進んで,場面の様子や登場人物の

行動など,内容の大体を提え,役割を

決めて音読したり演じたりしようとしてい

る。

6

をへを つかおう

2HttPB(答 2)

教科書:上 巻 P66～ 57

語と語との続き方に気をつけ

て文を作る。(1上「ぶんを

つくろう」)

0助詞「を」「へ」の使い方を理解して,一文の

意味が明確になるよう1こ文を書くことができ

る。

◇「を」と「お」,「へ」と「え」のどちらを使うのが

正しいかを考えて文を作る。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 助詞「を」「へ」の使い方を知り,正しく読ん

だり書いたりする練習をする。

3 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎助詞の「を」及び「へ」の使い方を理解

して文の中で使つている。また,平仮名

を読み,書いている。(1)ウ

【思・判・表】
。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,助詞の「を」及び「へ」の

使い方を理角旱しようとし,正しく使つて文

を作ろうとしている。

・生活科の時間

に学校で働く人
のしていること

を文で書くとき

に ,「 を 」と
「お」,「 へ」と
「え」のどちらを

使うのが正しい

かを考える。
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月
単元'教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言服活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

6

きいて つたえよう

3H寺瞬1(ユ舌口羽3)

教科書:上巻・P58～ 59

1既習事項との間劇
相手に聞こえる声の大きさを

考えて話す。(1上「こえをと

どけよう」)

0だいしなことを落とさないように集中して聞
き,グループの人に正しく伝えることができ
る。

◇先生からポーズの指令を聞いて,グループ
のみんなに伝える。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 活動の進め方を知り,聞き方や伝え方に

ついて考える。

3 話の聞き方や声の大きさに注意して,グ
ームを楽しむ。

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

【思・判・表】

◎「話すこと,聞くこと」において,話し手

が知らせたいことや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中して開いてい

る。A(1)エ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,粘り強く,だいじなことを落とさない

ように集中して聞き,先生からの指令ど

おり|こ ,グループのみんなでポーズをと

ろうとしている。

・学級会活動や
レクリエーション

で仲良く遊ぶ。

6

ちいさい つ

3時岡 (知 技3)

教科書:上巻 P60～ 61

1既習事項との関劇
一文字一音節の基本的な対

応を理解し,動作化する。(1

上「あいうえおのことばをあつ

めよう」「゙ や
°
のつくじJ)

0促音の表記と音節の対応を理解して,読ん
だり書いたりすることができる。

◇身の回りにある促音を含む語を集める。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 促音を含む語と含まない語を比べて読ん

だり書いたりしながら,促者の発音や役割

を理解する。

3 身の回り1こある促音を含む語を,動作化し

ながら読んだり,書いたりする。

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・音節と文字との関係に気付くとともに,

姿勢や口形,発声や発音に注意して話
している。(1)イ

◎促音の表記を理解して,平仮名を読

み,書いている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい

る。(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことなどを生かしな

がら,工夫して,促音の表記を理解し,

身の回り1こある促音を含む語を集めよう

としている。

,生活科の時間
に観察したこと

を書くとき,動
作化をしながら

促 音の表記を

確かめる。

6

とばあそび

3日寺臓l,(知 技3)

教科書:上巻 P62～ 63

1既習事項との間劇
。濁音や半濁音の表記を理

解して読み書きする。(1上
「ヾや

°
のつくじJ)

・促音の表記を理解して読み

書きする。(1上「ちいさい

つJ)

0言葉遊びに親しみながら,平仮名を読んだ
り書いたりすることができる。

◇文字を使つて言葉遊びをする。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 教科書のしりとりやことばみつけをしなが

ら,その決まりを理解するとともに,平仮名

の読み書きに習熟する。

3 身の回りの言葉を使つてしりとりやことばみ

つけをして,語彙を増やす。

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・音節と文字との関係に気付いている。

(1)イ

◎平仮名を読み,書いている。(1)ウ

・長く親しまれている言葉遊びを通して,

言葉の豊かさに気付いている。(3)イ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,平仮名を読んだり書いた

りして,文字を使った言葉遊びを楽しも

うとしている。

学級会活動や
レクリエーション

で仲良く遊ぶ。
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月
単元・教材 0単元のねらい/◇言富吾活動

主な学習活動

単元の評価親準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

6

あひるの あくび

4時間(知技4)

教科書:上な P64～ 67

1既習事項との関劇
母音の口形を確かめて,明

瞭な発音・発声で話す。(1

上「あいうえおのうたJ)

●五十音図の特徴を理解して,平仮名を正し

く読み,姿勢や口形,発声や発音に注意し

て声に出すことができる。

◇詩を音読したり,五 十音図を声に出したりす

る。

1 単元の学習課題をつかむ。

2「あひるのあくび」の詩の仕組みを理解す

る。

3 教科書 P.66～ 67の五十音を音読したり視

写したりして,その特徴に気づく。

4 「あひるのあくび」をまねて,詩を作る。

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎音節と文字との関係などに気付くとと

もに,姿勢や 口形,発声や発音に注意

して言舌している。(1)イ

・平仮名を読み,書いている。(1)ウ

・語句のまとまりや言葉の響きなどに気を

付けて音読している。(1)ク

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,音節と文字との関係など

に気付こうとするとともに,姿勢や口形 ,

発声や発音に注意して,詩を音読した

り五十音図を声に出したりしようとしてい

る。

6

のばす おん

3時 ,1(知技3)

教科書:上巻 P.68～ 69

1既習事項との間劇
・促音を動作化して文字と音

節の対応を理解して読み書

きする。(1上「ちいさいつ」)

・五十音図の特徴を理解し

て,平仮名を正しく読み書

きする。(1上「あひるのあく

び」)

0長音の表記と音節の対応を理解して,読ん

だり書いたりすることができる。

◇身の回りにある長音を含む語を集める。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 長音を含まない語と含む語を比べて読ん

だり書いたりしながら,発音や表記のきまり

を理解する。

3 身の回りの長音を含む語を探して,読ん

だり書いたりする。

4 単元の学習を振り返る。

【知・枝】
・音節と文字との関係に気付くとともに,

姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

◎長音の表記を理解して,平仮名を読

み,書いている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい

る。(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,工夫して,長音の表記を理解し,身
の回り1こある長音を含む語を集めようと

している。

・生活科の時間

に,観察して見
つけたことを記

録するとき,動
作化をしたり,

仲ばして残イ立

を確かめた

て,表記を見直

す。

6

どうやつて みを まもる

のかな

6時間(書 2読 4)

教科書:上 巻 P70～ 77

1既習事項との関劇
事柄の順序などを考えなが

ら読み,説明した文章の内

容の大体を提える。(1上「さ

とうとしお」)

0事柄の順序を考えながら読み,文章の中の |

重要な語や文を選び出すことができる。

◇説明的な文章を読み,分かつたことをまとめ

る。C(2)ア

1 単元の学習課題をつかむ。

2 説明されている内容への感想を持つ。

3 「どんなからだをしているか」について,3
つの事例を比較しながら読む。

4 「どうやつてみをまもるのか」「てきがきたら

どうするのか」について,3つ の事例を比

較しながら読む。

5 説明の順序 (段落構成・文構成)を確かめ

る。

6 動物の身の守り方について,感想を持

ち,単元の学習を振り返る。

【知・技】
・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。(1)カ

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。121ア

【思・判・表】

◎「読むこと」において,文章の中の重要

な語や文を選び出している。C(1)ウ

。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こ なつたことを生かしなが

ら,積極的に,文章の中の重要な語や

文を選び出し,読んで分かつたことをま

とめようとしている。

・生活科で観察
した生き物につ

いて,絵本や図

鑑などで調べ
,

説 明 文と似 た

文 章を作 つて

みる。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

6

ちいさい ゃゆょ

3日寺,1(知技3)

教科書 :上 巻 P78～ 79

1既習事項との関劇
・促音の表記を理解して,読

み書きする。(1上「ちいさい

つJ)

。長音の表記を理解して,読

み書きする。(1上「のばす

おん」)

0拗音,拗 長音及び拗促音の表記と音節の
対応を理解して,読んだり書いたりすること
ができる。

◇身の回りにある拗音を含む語を集める。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 拗音を含まない語と含む語を比べて読ん

だり書いたりしながら,発音や表記のきまり

を理解する。

3 教科書 P.79の絵を見て,それぞれの語を

声に出して音を確かめるととヽ)に ,視党化

したり動作化したりしながら,拗音・拗長

音・拗促音の音節と文字の対応を理解す

る。

4 身の回りの拗音を含む語を探して,読ん

だり書いたりする。

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・音節と文字との関係に気付くとともに,

姿勢や日形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

◎拗音,拗長音,拗促音の表記を理解
して,平仮名を読み,書いている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい

る。(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,工夫して,拗音,拗長音及び拗促

音の表記を理解し,身の回り1こある拗

音を含む語を集めようとしている。

・生活科の時間
に,観察して見
つけたことを記

録 す るときな

ど,動 作化をし

て,表記を確か

める。
・生活科などの

時間に,拗音が

含 む語 が出る

際 ,教 師 が 口

頭で伝え,児童
が聴写する。

こんな こと したよ

4時間(誉4)

教科書:上巻 P,80～ 83

1既習事項との関劇
・語と語との統き方に気をつ

けて文を作る。(1上「ぶん

を つくろう」)

・助詞「は」「へ」「を」の使い

方を理解する。(1上「はを
つかおうJ「 をへをつかお

うJ)

・特殊音節と文字との対応を

理解する。(1上「ちいさい

っJ「のぼすおん」「ちいさい

やゆよJ)

|

6

●伝えたい内容が明確になるよう「こ,語 と語
や文と文との続き方に気を付けて,文章を

書くことができる。

◇経験したことを伝える文章を書く。B(2)ア

1 単元の学習課題をつかむ。
2 学校での出来事を思い浮かべて,様子が

伝わるように文章を書く。

3 書いた文章を読み合い,感想を伝え合

い,単元の学習を振り返る。

【知・技】
・長音,拗音,促 音,撥 音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方,

句読点の打ち方を理解して文や文章の

中で使つている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増し,文

章の中で使つている。(1)オ

【思。半J・ 表】
。「書くこと」において,経験したことなど

から書くことを見付けている。B(1)ア

◎「卜■くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意している6B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こなつたことを生かしなが

ら,粘り強く,語と語や文と文との続き方

に注意して,経験したことを伝える文章

を書こうとしている。

・生活科で観察
して見つけたこ

とを記録する。
・一 日を振 り返

り,家の人に伝
えたいと思つた

楽しかつたこと

を文章に書く。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言R吾活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

7

おおきな かぷ

6時F,1(話闘1読 5)

教科答:上 巻 P,84～ 95

1既習事項との関劇
語や文のまとまり1こ 気をつけ

て音読しながら,様子を思い

浮かべてお話を楽しむ。(1

上「とんこととん」)

0場面の様子の違いに着日して読み,人物の

行動を具体的に想像することができる。

◇お話を読み,内容を伝え合つたり音読したり

する。C(2)イ

1 単元の学習課題をつかむ。

2 お話の大体をとらえる。

3 お話の順序を確かめ,場面の様子を想像

す
～
る。

4 グループで音読の練習をする。

5 グループで音読発表を行う。

6 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

・共通,相違,事柄の順序など情報と情

報との関係について理解している。

(2)ア

【思・半1・ 表】

◎「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

。「話すこと。聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,場面の様子に着 日して

人物の行動を具体的に想像し,音読し

て伝え合おうとしている。

・朝の会などで

繰り返しを楽し

める絵 本 を読

み聞かせ ,「 お

おきなかぶ」と

の共通点 (同 じ

ところ)や相違

点 (違うところ)

探しをする。

7

かぞえうた

5時間 (知技5)

教科書:上巻 P96～ 99

0物の数え方に関わる語彙を豊かにするとと

もに,漢数字を読んだり書いたりすることが

できる。

◇「かぞえうた」を音読したり,身の回りの物を

数えたりする。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 漢数字「一」「二」「三」の読み書きをする。

3 漢数字「四」「五」「六」の読み書きをする。

4 漢数字「七」「人」「九」の読み書きをする。

5 漢数字「十」の読み書きをして,自 分の数

え歌を完成させて,読み合つたり聞き合つ

たりする。

6 単元の学習を振り返る。

【知・技】

・別表の学年別漢字配当表 (以下「学年

別漢字配当表」という。)の 第1学年に

配当されている漢字を読み,漸次書い

ている。(1)エ

◎身近なことを表す語句の量を増し,言

葉には意味による語句のまとまりがある

ことに気付き,語彙を豊かにしている。

(1)オ。

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こ なつたことを生かしなが

ら,積極的に,物の教え方についての

語句の量を増し,数詞や漢数字を用い

て身の回りの物を教えようとしている。

・生活科の時間

に観察をし'

を教えるとき,こ

んな数詞を使う

か考える。
・算数の授業で

学習 した算用

数 字 と照 合 さ

せ,基本的には

横 書きの際 に

は算用数 字 ,

縦 書きの際に

は漢数字を使

用することを学

ばせる。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言:吾活動

主な学習活動

単元の評価規率
(学習指導要領との対応)

他教科等との関連

7

えにつきを かこう

4時間 (』子4)

教科番:上 巻 P ЮO～ Ю3

1既習事項との関劇
・語と語との続き方に気をつ

けて文を作る。(1上「ぶん

を つくろうJ「こんなことした

よ」)

。助詞「は」「へ
J「 をJの使い

方を理解する。(1上「はを

つかおう」「をへをつかお

う」)

・特殊音節と文字との対応を

理解する。(1上「ちいさい

つ」「のばすおん」「ちいさい

やゆよJ)

・漢数字の読み方や書き方

を知る。(1_L「かでえうた」)

0経験したことから書くことを見付け1必要な
事柄を考えて文章を書くことができる。

◇日々の出来事について,伝 えたいことを絵

日記に書く。B(2)イ

1 単元の学習課題をつかむ。
*国語の授業が,午前中 (早い時間帯)

の場合は,前 日の出来事を振り返つても

よいこと|こする。

2「えにつき」の書き方を知る。

3 「えにつき」を書く。

4 「えにつき」を友達と読み合い,単元の学

習を振り返る。

【知・技】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。(1)ア

・学年別漢字配当表の第1学年に配当さ

れている漢字を読み,漸次書き,文や

文章の中で使つている。(1)エ

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことなど

から書くことを見付け,必要な事柄を集

めたり確かめたりして,伝えたいことを

明確にしている。B(1)ア

・「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かして見通しをも

ち,積極的に,書くことを見付けて必要

な事柄を集め,伝えたいことを明確にし

て,絵 日記を書こうとしている。

・夏休みの中で,

心に残つたこと
があつた日に絵
日記を書いて

おき,みんなに

知らせる。
・図工の時間に,

行事を思い出し

て心に残つたこ

とを絵に描き,

文章を添える。

7

としょかんは どんな と

ころ

1時間(知技1)

教科書:上 巻 P104～ 105

1既習事項との関劇
読み聞かせを聞いたり,図書

館の本棚を見たりして,本に

関心を持つ。(1上「ほんがた

くさん」)

0学校図書館を利用して,読書に親しみ,いろ
いろな本があることを知ることができる。

◇学校図書館を利用して読書に親しむ。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 学校図書館での過ごし方を考え,実際に

図書館で過ごしてみる。

3 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎読書に親しみ,いろいろな本があるこ

とを知っている。(3)エ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになったことを生かしなが

ら,積極的に,読書に親しみ,学校図

書館を利用していろいろな本を読もうと

している。

生活科の時間
に,観察した植
物や生き物に
ついて知るため
に,みんなで学
校図書館に行
き,図鑑や絵本
を探して読む。
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月
単元・教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言沼活動

主な学習活動

単元のと平価親準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

9

あるけ あるけ

おおきくなあれ

3H寺問 (説 3)

教科書:上巻 P106～ 109

語のまとまり1こ気をつけて,

様子を思い浮かべながらリ

ズムよく音読する。(1上「あ

めですよ」)

明瞭な発音に気をつけなが

ら言葉のリズムを楽しんで

音読する。(1上「あひるの

あくびJ)

0内容の大体を捉えて場面の様子を思い浮

かべ,語のまとまりや言葉の響きなどに気

を付けながら音読することができる。

◇詩を音読する。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 詩「あるけ あるけ」を読み味わう。

3 詩「おおきく なあれ」を読み味わう。

4 2つの詩から好きなほうを選んで音読す

る。

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子な

ど,内容の大体を提えている。C(1)イ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かして見通しをも

ち,進んで,場面の様子など,内容の

大体を捉えて,詩を音読しようとしてい

る。

・遠足のとき,「あ

るけ あるけ」を

みんなで声に

出 しなが ら歩

く。
・雨の日に,学校
の畑 の果物を

想像しながら,

「おおきく なあ

れ」をみんなで

声に出す。

9

はなしたいな ききたいな

5時間(話聞5)

教科書:上巻 P.HO～ H3

1既習事項との問劇
。相手や場に応じた声の大き

さを考える。(1上「こえをと

どけよう」)

。発表することを決めて,み

んなの前で話す。(1上「み

んなにはなそう」)

・経験したことから伝えたいこ

とを決めて文章を書く。(1

上「こんなことしたよJ「 えに

っきをかこう」)

0経験したことなどから話題を決め,伝え合う

ために必要な事柄を選んで話したり,話を

集中して聞いて内容を捉えて感想をもつたり

することができる。

◇報告したいことをみんなの前で話したり,友

達の話を聞いて感想を述べたりする。A(2)ア

1 単元の学習課題をつかむ。

2 みんなに話したい思い出を選んで,話を

組み立てる。

3 分かりやすく話せるように,工夫する。

4 みんなの前で話す。

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】

・姿勢や口形,発声や発音に注意して話

している。(1)イ

・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気

を付けて使つている。(1)キ

【思・半J・ 表】

◎「話すこと・聞くこと」において,経験し

たことなどから話題を決め,伝え合うた

めに必要な事柄を選んでいる。A(1)ア

。「話すこと。聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

。「話すこと。聞くこと」において,話し手が

知らせたいことを落とさないように集中

して聞き,話の内容を捉えて感想をもつ

ている。A(1)エ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かして見通しをも

ち,積極的に,話題を決め,伝え合うた

めに必要な事柄を選んで,経験したこ

とを報告しようとしている。

・学校行事の後

に,それぞれの

思い出を発表し

合う。
・生活科で,「 季

節さがし」を'

見つけたこと、ツ

感じたものにつ

いてみんなの

前で発表する。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言:吾活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

9

んヽいがら

6H寺 I'1,(ヨ舌BRlRた 5)

教科書:上 巻 P l14～ 121

1既習事項との関劇
人物の行動を具体的に想像
して,音読する。(1上「おお

きなかぶJ)

●場面の様子に着日して,人物の行動を具体
的に想像することができる。

◇お話を読み,人物になつたつもりで会話をす

る。C(2)イ

1 単元の学習課題をつかむ。
2 1日 目の出来事を読み取り,感想を伝え

合う。

3 1日 目 「くまのこ」の行動のわけ。意味を

考える。

4 2日 目の出来事を読み取り,感想を伝え

合う。

5 最後の場面での登場人物の気持ちを想

像する。

6 好きなお話を読んで,好きなところを紹介

する。

7 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・語のまとまりに気を付けて音読してい

る。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子に若

日して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

・「話すこと。開くこと」において,互 いの

話に関心をもち,相手の発言を受けて

話をつないでいる。A(1)オ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かして見通しをも

ち,積極的に,場 面の様子に若 日し

て,登場人物の行動を具体的に想像し

て,登場人物になつたつもりで演じよう

としている。

。朝の会で,「 か
いがら」から伝
わる友情の温
かさとテーマの

似ている絵本を

読み聞かせる。

0身の回りのものから書くものを見付け,それ
に関わる音や様子を表す言葉を集めたり確
かめたりして,擬声語や擬態語を使つた詩
を作ることができる。

◇言葉遊び歌をみんなで作る。B(2)ウ

1 単元の学習課題をつかむ。

2 身の回りのいろいろなものの音や様子を

思い浮かべて,擬声語。擬態語で表して

みる。

3 自分たちの「ことばあそびうた」を作る。

4 「ことばあそびうた」発表会を開く。
5 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・身近なことを表す語句の量を増し,文

章の中で使つている。(1)オ

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりしてい

る。B(1)ア

。「書くこと」において,文章に対する感想

を伝え合つている。B(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こなったことを生かしなが

ら,積極的に,必要な事柄を集めたり確

かめたりして,言葉遊び歌を作ろうとし

ている。

・生活科の時間
に動物や植 物
と触れ合い,感
じた様 子や 聞
いた音を擬 態

語や擬声語で

表してみる。
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月
単元・軟材

既習事項との関速

●単元のねらい/◇言:吾活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

9

かんじの はなし

5HttP』 ,(答 2読 3)

教科書:上巻 P.126～ 129

1既習事項との関創
漢数字の読み方や書き方を

知る。(1上「かぞえうたJ)

●漢字の成り立ちや意味を考えながら,第 1

学年に配当されている漢字を読んだり書い

たりすることができる。

◇漢字を使つて文を作る。

1 単元の学習課題をつかむ。

2 象形文字「山」「木」の成り立ちを理解し,

正しく書く。

3 象形文字「)II」
「口」「日」の成り立ちを理解

し,正しく書く。

4 指事文字「上」「下」の成り立ちを理解し,

正しく書く。

5 習つた漢字を使つて,文を書く。

6 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎学年別漢字配当表の第1学年に配当

されている漢字を読み,漸次書き,文の

中で使つている。(1)エ

【思・半1・ 表】
・「読むこと」において,事柄の順序など

を考えながら,内容の大体を捉えてい

る。C(1)ア

・「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こ なつたことを生かしなが

ら,進んで,学年別漢字配当表の第 1

学年に配当されている漢字を読み,漸

次書き,文の中で使おうとしている。

9

おはなしをよもう

サラグでげんき

10時間(読 6番4)

教科沓:下巻 P5～ 19

【言葉の力】

だれがどんなことをしたかを

たしかめる

●場面の様子や人物の行動など1内 容の大

体を捉え,文章の内容と自分の体験を結び

付けて,感想をもつことができる。

◇お話を読み.感じたことを伝え合う。C(21イ

つかむ

1 単元の学習の見通しをもつ。

取り組む

2 物語の中で起こつた出来事をつかむ。

3 りつちゃんに教えたいことを考え,り つちゃ

んに手紙を書く。

4 書いた手紙を読み合い,感じたことを伝え

合う。

5 単元の学習を振り返る。

り返

【知・技】

・平仮名及び片仮名を読み,書いてい

る。(1)ウ

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。121ア

【思・半1・ 表】

◎「読むこと」において,場面の様子や

登場人物の行動など,内 容の大体を捉

えている。C(1)イ

。「読むこと」において,文 章の内容と自

分の体験を結び付けて,感想をもつて

いる。C(1)オ

。「書くこと」|こ おいて,語と語や文と文と

の統き方に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かして見通しをも

ち,進んで,場面の様子や登場人物の

行動など,内 容の大体を捉えて,感想

を伝え お してし

¬O

かたかなをかこう

3H寺問(角】1支2善 1)

Ll(科書:下巻 P20～ 23

0片仮名の表記を理解し,正 しく読み書きする

ことができる。

◇片仮名で書かれた言葉を集めて文を作る。

1 片仮名の書き方を知るという学習課題を

つかむ。

2 片仮名の書き方を知り,書く練習をする。

3 身近なものの中から片仮名で書かれた言

葉を集めて文を作る。
4 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎片仮名を読み,書くとともに,片仮名

で書く語の種類を知り,文の中で使つて

いる。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい

る。(1)オ

【思・半1・ 表】
。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習で気付いたことやできる

ようになつたことを生かしながら,積極的

に,片仮名を読んだり書いたりし,身近

なものの中から片仮名で書かれている

言葉を集めようとしている。
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月
単元H教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言語活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

司O

ほんはともだち

2日寺F:f,(読 2)

教科事事:下巻 P24～ 29

0いろいろな本を読み,読書に親しむことがで

きる。

と 読みたい本を探して読むという単元の学

習の見通しをもち,読書体験文の読み聞

かせを聞く。

2 「一ねんせいのほんだな」を手がかり1こ し

て,読みたい本を探して読む。

3 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎読書に親しみ,いろいろな本があるこ

とを知っている。(3)エ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,進んで,いろいろな本を読み,読書

1こ親しもうとしている。

なにに見えるかな

6Hキ問 (言舌開6)

教科書:下 巻 P30～ 35

〔言葉の力】

はなしをたのしくつなぐ
刊O

●互いの話に関心をもち,相 手の発言を受け
て楽しく話をつなぐことができる。

◇尋ねたり応答するなどして,グループで話し

合う。A(2)イ

つかむ

1 単元の学習の見通しをもつ。

取り組む

2 写真を見ながら,想像を広げて話し合う。

3 楽しく話をつなぐために大切なことをつか

む。

4 写真を見て考えたことについて3人で話し

合う。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・姿勢や口形,発声や発者に注意して話

している。(1)イ

【思・判・表】

◎「話すこと・聞くこと」において,互いの

話に関心をもち,相 手の発言を受けて

話をつないでいる。A(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,工夫しながら,互いの話に

関心をもつて話をつなごうとし,グルー

プで話し合おうとしている。

・図工の時間に,

ユヽ客楽や本の実

を使 つて作 っ

た絵 について

感想 を伝 え合

う。
・生活科の時間
に,秋見つけを

して気付 いた

ことを伝 え合

う。

よう日と日づけ

3時 BB(知技2蕃 1)

教科書:下巻 P.36～ 37

10

J

0曜日と日付を表す語句の量を増し,漢字を

使つて正しく読み書きすることができる。

◇予定を伝える文を作る。

1 曜 日と日付を表す言葉や漢字を使った書

き方を知るという学習課題をつかむ。

2 曜 日と日付を表す言葉を理解し,漢字を

使つて正しく読み書きする。
3 日付と曜 日を使つて,予定を伝える文を

書く。
4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・学年別漢字配当表の第1学年に配当さ

れている漢字を読み,漸次書き,文や

文章の中で使つている。(1)エ

◎身近なことを表す語句の量を増すとと

もに,言葉には意味による語句のまとま

りがあることに気付き,語典を豊かにし

ている。(1)オ

【思・半1・ 表】
。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,日程日や 日付を表す語句
の量を増し,予定を伝える文の中で使

おうとしている。

1年 -14



月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言語活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

刊0

はっけんしたよ

8R寺‖硼(春 8)

教科沓:下巻 P38～ 41

【言葉の力】

よく見てかく

1既習事項との問潮
したこと,見たことを文章に蕃

く。(1上「えにつきをかこうJ)

●観察した動植物の様子を伝えるために必要

な事柄を集め,伝えたいことを明確にして書

くことができる。

◇観察したことを記録する。B(2)ア

つかも

1 これまでの経験を想起し,単元の学習の

見通しをもつ。

取り組む

2 気付いたことを記録するための「はつけん

メモ」を書く。

3「 はつけんメモ」を基に,観察した動植物

の様子を伝える文章を書く。

振り返る

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】

・長音,拗 音,促 音,綾音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方 ,

句読点の打ち方を理解して,文や文章

の中で使つている。また,平仮名及び

片仮名を書いている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増し,文

章の中で使うとともに,言葉には意味に

よる語句のまとまりがあることに気付き,

語彙を豊かにしている。(1)オ

【思・半u・ 表】

◎「書くこと」において,経験したことなど

から書くことを見付け,必要な事柄を集

めたり確かめたりして,伝えたいことを

明確にしている。Ыl)ア

・「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるように,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

。「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意しながら,内 容のまとま

りが分かるよう|こ 書き表し方を工夫して

いる。B(1)ドノ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして,し

なければならないことを自覚し,粘り強

く,伝えるために必要な事柄を集めたり

確かめたりして,観察したことを記録し,

報告する文章を書こうとしている。

。生活科の時間

に,身近な動植

物を観察して ,

気付いたことを

記録する。

11

のりもののことをしらべよ

つ

いるいろなふね

13時岡(読7書 6)

教科書:下巻 P43～ 53

【言葉の力】

せつめいの文しょうをよむ

1既習事項との開割
事柄の順序を考えながら読

み,文章の中の重要な語や

文を選び出して書く。(1上
「どうやつてみをまもるのか

な」)

0事柄の順序などを え ら の

を捉え,文章の中の重要な語や文を考えて

選び出すこと力くできる。

◇説明的な文章を読み,分かつたことをまとめ

て伝え合う。C(2)ウ

つかむ

1 乗り物のことを調べてカード|こ 書くという学

習課題を確かめて,単元の学習の見通し

をもつ。

取り組む

2「いろいろなふね」を読み,読み取つたこと

をカードに書く。

3 他の乗り物のことを調べて,カードに書く。

4 調べたことをまとめたカードを紹介する。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】

・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。12)ア

【思・半u・ 表】

・「読むこと」において,事柄の順序など

を考えながら,内容の大体を提えてい

る。C(1)ア

◎「読むこと」において,文章の中の重要

な語や文を考えて選び出している。

C(1)ウ

。「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意しながら,内 容のまとま

りが分かるよう|こ ,書き表し方を工夫し

ている。B(1)ウ

【主】
,これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,文 章の中の重

要な語や文を考えて選び出し,読んで

分かつたことをまとめて伝え合おうとして

V

。生活科の時間

に,生 き物や植

物について調
べる。

刊年-15



月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言:吾活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

11

まとめてよぶことば

3時岡B(知技2誉 1)

教科書:下 巻 P.54～ 55

●言葉には意味による語句のまとまりがある

ことに気付き,上位語と下位語を理解して,

語彙を豊かにすることができる。

◇上位語と下位語を使つて文を作る。

1 同じ仲間の言葉をまとめて呼ぶ言共につ

いて知るという学習課題をつかむ。

2 仲間になる言葉やまとめて呼ぶ言葉を集

めたり分類したりする。
3 まとめて呼ぶ言葉と仲間になる言葉を使

つた短文を作り,概念の違いをとらえる。
4 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎身近なことを表す語句の量を増すとと

もに,言葉には意味による語句のまとま

りがあることに気付き,語彙を豊かにし

ている。(1)オ

【思・半1・ 表】
。「書くこと」において,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
tれまでの学習で気付いたことやできる

ようになったことを生かしながら,粘り強

く,言 葉には意味による語句のまとまり

があることに気付いて語彙を豊かにし,

上位語と下位語を使つて文を作ろうとし

ている。

すきなきょうかはなあに

5日寺『Π(言とB]4善 1)

教科I事 i下 巻 P56～ 59

〔言葉の力】

じゅんじょよくはなす

刊刊

0相手に伝わるよ引こュ話す事柄の順序を考
え,声の大きさや速さなどを工夫して話すこ

とができる。

◇伝えたいことを話したり,それを聞いて感想

を述べたりする。A(21ア

つかむ

1 これまでの経験を振り返り,単元の学習の

見通しをもつ。

取り組む

2 好きな教科について考える。

3 話す練習をする。

4 みんなの前で話す。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・枝】
・言葉には,事物の内容を表すイリ,きや ,

経験したことを伝えるイリ,きがあることに

気付いている。(1)ア

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。12)ア

【思・判・表】

◎「話すこと・聞くこと」において,相手に

伝わるよう|こ ,話す事柄の順序を考え

ている。A(1)イ

。「話すこと・聞くこと」|こおいて,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

。「書くこと」|こ おいて,語と語との統き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
・これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,相 手に伝わるよ

うに,話す事柄の順序を考え,みんな
の前で説明しようとしている。

・朝の会で,日 直
がスピーチをす

る。
,生 活科の時間
に発表する。

ことばであそぽう

3日寺碑射(知技3)

教科書:下 巻 P60～ 61

語典を豊かにするとともに,

平仮名の読み書きに習熟す

る。(1上「ことばあそび」)

11

|

0言葉遊びを通して言葉の豊かさに気付くこと
ができる。

◇回文やだしゃれを読んだり作つたりする。

1 上巻の「ことばあそび」を振り返り,本教材

で学習することをつかみ,見通しをもつ。

2「さかさによんでも」(回文)で遊ぶ。

3「だじゃれ」で遊ぶ。

4 「わたしはだあれ」で遊ぶ。

5 言葉遊びの面白さについて振り返る。

【知・技】

◎長く親しまれている言葉遊びを通し

て,言葉の豊かさに気付いている。(3)イ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,長く親しまれている言葉遊びを通し

て,積極的に,言葉の豊かさに気付こう

としている。

1年 -16



月
単元・教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇苫H吾活動

主な学習活動

単元の評価規隼

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

11

おもい出してかこう

9時間(答 9)

教科誉:下巻 P62～ 65

【言葉の力】

じゅんじょにきをつけてかく

1既習事項との間迎
順序よく話す。(1下「すきな

きょうかはなあにJ)

0経験した順序に沿つて簡単な構成を考え,

語と語や文と文との続き方に注意しながら,

内容のまとまりが分かるように書き表し方を
工夫することができる。

◇経験したことを報告する。B(2)ア

つかむ

1 これまでの学習や生活経験を想起し,単

元の学習の見通しをもつ。

取り組む

2 分かりやすく伝えるために,何をどのよう

に書けばよいかを考える。

3 文章を書いて友達と伝え合う。

4 単元の学習を振り返る。

り返

【知・技】
・かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章

の中で使つている。(1)ウ

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。121ア

【思・半1・ 表】

◎「書くこと」において,自 分の思いや考

えが明確になるよう|こ ,事柄の順序に

沿つて簡単な構成を考えている。B(1)イ

。「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意しながら,内 容のまとま

りが分かるよう1こ書き表し方を工夫して

いる。B(1)ドノ
・「書くこと」において,文 章を読み返す

習慣を付けるとともに,間違いを正した

り,語と語や文と文との続き方を確かめ

ている。B(1)工    ・

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう|こなつたことを生かして見

通しをもち,進んで,事柄の順序に沿つ

て簡単な構成を考え,経験したことを報

告しようとしてし

・他教科等の学

習や学校行事

での経験 を友

達や家の人に

伝える。

12

こえに出してよもう

おとうとねずみチロ

1 2RttPB(読 9言舌鰐¶3)

教科書:下巻 P67～ 81

【言葉の力】

人ぶつの気もちをかんがえる

0 面の様子に着目して,人物の行動

的に想像し,自 分の体験と結び付けて感想

をもつことができる。

◇お話を読み,内容や感想を伝え合つたり,演

したりする。C(21イ

つかむ

1 単元の学習の見通しをもつ。   
・

取り組む

2 人物の行動や,物語の中で起こつた出来

事を確かめる。           ・

3 チロの気持ちを考え,物語を音読する。

振り返る

4 単元の学習を振り返る。

【知。技】

・身近なことを表す語句の量を増し,話
の中で使うとともに,言葉には意味によ

る語句のまとまりがあることに気付き,語

典を豊かにしている。(1)オ

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に想

像している。C(1)エ

。「読むこと」において,文 章の内容と自

分の体験とを結び付けて,感想をもつ

ている。C(1)カ

。「話すこと・聞くこと」において,互いの

話に関心をもち,相 手の発言を受けて

話をつないでいる。A(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう|こ なつたことを生かして学

習の見通しをもち,積極的に,人物の

行動を具体的に想像し,お話の内容や

感想を伝え合つたり演じたりしようとして

いる。

1年 -17



月
単元・教材

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言:吾活動

主な準習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

12

すきなおはなしはなにか

な

7‖寺Π
`,(読

4利事3)

教科 iい :下巻 P82～ 85

【言葉の力】

おはなしをたのしむ

物語に登場する人物につい

て理解する。(1下「おとうとね

ずみチロ」)

●読書に親しみ,好きな物語を読んで感したこ

とを共有することができる。

◇読み聞かせを聞いたりお話を読んだりして,

内容や感想を伝え合う。C(2)イ

つかむ

1 これまでに読んだ本を振り返り,単元の見

通しをもつ。

取り組む

2 友達に伝えたい好きなお話や人物を決め

る。         .
3「しょうかいカード」を書く。

4 好きな物語や好きな人物について紹介し

合う。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・枝】
・読書に親しみ,いろいるな本があること

を知つている。(3)エ

【思・判・表】

◎「読むこと」1こおいて,文章を読んで感

じたことを共有している。C(1)カ

。「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,

必要な事柄を集めたり確かめたりし

て,伝えたいことを明確 にしている。

B(1)ア

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,文章を読んで感

じたことを共有しようとしている。

生活の中の読

書に生かす。

しをよもう

みみずのたいそう

2Httf冊 (読 2)

教科書:下巻 P86～ 87

1既習事項との関潮
場面の様子を想像して,言

葉の響きやリズムを感じなが

ら音読する。(1上「あるけあ

るけ/おおきくなあれJ)

|

1

0詩の内容の大体を捉えて,語のまとまりや

言葉の響きなどに気を付けて音読すること

ができる。

◇詩を読んで,内容や感想を伝え合つたり演

じたりする。C(2)イ

1 単元の学習の見通しをもつ。

2 様子を想像して読み,好きなところや読ん

だ感想を発表し合う。

3 全員で読んだり友達と交代して読んだり

するなど読み方を工夫して,詩を楽しむ。

4 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・語のまとまりや言葉の得̀きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・判・表】

◎「読むこと」において,場面の様子や

登場人物の行動など,内容の大体を捉

えている。C(1)イ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

や考えたことを生かして見通しをもち,

積極的に,場 面の様子など,内容の大

体を捉えて,感想を伝え合つたり演じた

りしようとしている。

1

むかしばなしをたのしもう

6料寺円1(読 6)

教科書:下巻 P88～ 91

0読み聞かせを聞くなどして,昔話に親しみ ,

おもしろいと思つたところを共有することんミで
きる。

◇読み問かせを聞いたり自分で読んだりして,

内容や感想を伝え合う。C(21イ

1 単元の学習課題をつかむ。

2 付録教材「花さかじいさん」などの読み聞

かせを聞いて,昔話の独特な語り口調や

展開などを楽しむ。

3 興味を持つた昔話の本を探して,読み聞

かせを聞いたり自分で読んだりする。

4 これまでに読んだ昔話の中からおもしろか

つたものを選んで,好きなところを発表す

る。

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】

◎昔話の読み聞かせを聞くなどして,我
が国の伝統的な言語文化に親しんで

いる。(3)ア

【思・半1・ 表】
・「読むこと」において,文 章を読んで感

じたことや分かつたことを共有している。
C(1)カ

【主】
・これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになったことを生かしなが

ら,積極的に,昔話の読み聞かせを聞

くなどして,我が国の伝統的な言語文

化に親しみ,色々な昔話の内容や感想

を伝え合おうしている。

・朝の会で,児童
が選んだ昔話
の絵本を取り上

げて,読み聞か

せをする。

1年 -18



月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言服活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

1

おはなしをかこう

9‖寺R珂 (春9)

教科書:下巻 P,92～ 97

【言葉の力】

人ぶつをかんがえておはな

しをかく

1既習事項との関劇
昔話を楽しむ。(1下「むかし

ばなしをたのしもうJ)

0想像したことから書くことを見付け,登場す

る人物について考え,その人物がどんなこ

とをするのかを明確にして,簡単なお話を書
くことができる。

◇昔話を基に,簡単なお話を作る。B(2)ウ

つかむ

1 これまでの学習を振り返り,単元の学習の

見通しをもつ。

取り組む

2 知っている昔話を出し合い,元 にするお

話を決める。

3 人物メモを書く。

4 選んだお話を元にしてお話を書く。

5 友だちとお話を読み合う。

振り返る

6 単元の学習を振り返る。

【知・枝】
・長音,拗音,促 音,撥 音などの表記 ,

助詞の「は」,「へ」及び「を」の使い方 ,

句読点の打ち方,かぎ (「 」)の使い方を

理角畢して文章の中で使つている。(1)ウ

。学年別漢字配当表の第 1学年に配当

されている漢字を文や文章の中で使つ

ている。(1)エ

【思・半J・ 表】

◎「書くこと」において,想像したことから

書くことを見付け,必要な事柄を集めた

り確かめたりして,伝えたいことを明確

にしている。B(1)ア

・「書くこと」|こ おいて,語と語や文と文と

の統き方に注意しながら,内 容のまとま

りが分かるよう|こ 書き表し方を工夫して

ヤヽる。B(1)ウ
。「書くこと」において,文章に対する感想

を伝え合い,自 分の文章の内容や表現

のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】

・これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,工夫しながら,想像したこと

から書くことを見付け,必要な事柄を集

めたり確かめたりして,昔話を基に簡単

なお話を作ろうとしている。

で ,発
想を生かした表

現や,思いに合
つた表現をした

り,図画工作科

で感 じたこと,

想像したことか

ら,表したいこと

を見付けたり,

絵に表したりす

る。

1

かたかなのかたち

3時間(知技2書 1)

教科書:下 巻 P,98～ 99

1既習事項との関劇
片仮名の表記を理解し,正し

く読み書きする。(1下「かた

かなをかこう」)

0平仮名の字形との違いに気を付けながら,

片仮名の言葉を書き,文の中で使うことが

できる。
◇平仮名と似ている片仮名を集める。

1 学習課題をつかみ,学習の見通しをも

2 平仮名と似ている片仮名を探して書く。

3 似ている片仮名を探して,文を作る。

4 どのようなことに注意すればよいか振り返

り,字形に気をつけて書くことを今後に生

かす。

【知・技】

◎平仮名や片仮名を読み,書くととも

に,片仮名で書く語の種類を知り,文の

中で使つている。(1)ウ

。身近なことを表す語句の量を増してい

る。(1)オ

【思・判・表】
。「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう|こなったことを生かしなが

ら,積極的に,平仮名や片仮名を読ん

だり書いたりして,平仮名と似ている片

仮名を集めようとしている。
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月
単元・教材

既習事項との関連

.●単元のねらい/◇言岳吾活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

くらべてよもう

子どもをまもるどうぶつた

ち

14悧寺RII(説9沓5)

教科書:下巻 P Юl～ Hl

【言葉の力】

くらべてかんがえる

1既習事項との関劇
説明の文章を読む。(1下「い

ろいろなふね」)

2

0二つの動物の説明を比べて読み,似ている
ところや違うところを見付けて共有すること
ができる。

◇説明的な文章を読み,分かつたことを伝え

合う。C(2)ア

つかむ

1 単元の学習の見通しをもつ。

取り組む

2 二つの動物について,書かれていることを

読み取る。

3 二つの動物を比較し,特徴 ,子 どもの身

の守り方を違いについて表にまとめる。

4 二つの動物を比べて,気づいたことを交

流する。

5 他の動物の知恵や生活について,本で調
べる。

6 単元の学習を振り返る。

り返

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

・共通,相 違,事柄の順序など情報と情

報との関係について理解している。

(2)ア

【思・判。表】
。「読むこと」において,文 章の中の重要

な語や文を考えて選び出している。

C(1)ウ

◎「読むこと」|こ おいて,文章を読んで分

かつたことを共有している。C(1)カ

。「書くこと」において,経験したことや想

像したことなどから書くことを見付け,必

要な事柄を集めたり確かめたりして,伝

えたいことを明確にしている。B(1)ア

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,文章を読んで分

かつたことを共有し,伝え合おうとしてい

る。

・生活科での調
べ学習。

・情報を比べて

考える。(情 報
活用能力)

2

ことばをあつめよう

3時間(知 技l書 2)

教科書:下巻 P,H2～ H3

助詞「へ
J「 をJの使い方を理

解する。(1上「をへをつかお

う」)

0身近なことを表す語句を集め,語と語との続

き方に注意して,文の中で使うとともに,言
葉には意味による語旬のまとまりがあること
に気付き,語彙を豊かにすることができる。

◇集めた言葉をつないで文を作る。

1 学習 l〕課題をつかみ,学習の見通しをも

2 教科書の言葉をつなげて文を作る。

3 言葉を集めて,文を作る。

4 学習を振り返り,いろいろな言葉でつなが

りを試す。

【知・技】

◎身近なことを表す語句の量を増し,文

章の中で使うとともに,言葉には意味に

よる語句のまとまりがあることに気付き,

語彙を豊かにしている。(1)オ

【思。半1・ 表】
。「書くこと」|こおいて,語と語との続き方

に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,身近なことを表

す語句の量を増し,集めた言葉をつな
いで文を作ろうとしている。

2

小学校のことをしょうかい

しよう

6時問(話聞5沓 1)

教科毬子:下巻 P H4～ H7

〔言葉の力】

できごとのじゅんにはなす

0来年度の新入生に,小学校生活を楽しみに
してもらえるように,経験したことに基づい
て,話す事柄の順序を考えて話すことがで

きる。

◇紹介したいことを話す。A12)ア

つかむ

1 これまでの経験を振り返り,単元の学習の

見通しをもつ。

取り組む

2 どんなことをどんな順序で話すとよいかを

考える。
3 小学校について紹介することを決める。
4 話す練習をする。
5 グループで聞き合う。

振り返る

6 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・言葉には,事物の内容を表す働きや ,

経験したことを伝える働きがあることに

気付いている。(1)ア

・学年別漢字配当表の第1学年に配当さ

れている漢字を読み,漸次書き,文や

文章の中で使つている。(1)エ

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。12)ア

【思・判・表】

◎「話すこと・聞くこと」|こおいて,相 手に

伝わるように,行動したことや経験したこ

とに基づいて,話す事柄の順序を考え

ている。A(1)イ

。「話すこと,聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

。「書くこと」において,語と語や文と文と

の続き方に注意している。B(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,工夫しながら,経験したこと

に基づいて話す事柄の順序を考え,紹

介したいことを烹舌そうとしている。
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月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言:吾活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

3

すきなところを見つけよう
スイミー

12時間(読 10話 聞2)

教科答:下巻 P H9～ 135

【言葉の力】

おはなしのすきなとことを見

つける

0人物の行動を具体 して,

験と結び付け,お話の好きなところを見付け

ることができる。

◇お話の好きなところを伝え合つたり演じたり

する。C(2)イ

つかむ

1 単元の学習の見通しをもつ。

取り組む

2 スイミーの行動や会話などを手がかりに,

場面の様子を想像しながら読む。

3 物語の中で好きなところを見つける。

4 物語の中で好きなところを音読する。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。(1)ク

【思・半u・ 表】
。「読むこと」において,場面の様子に着

目して,登場人物の行動を具体的に

想像している。C(1)エ

◎「読むこと」|こ おいて,文章の内容と自

分の体験とを結び付けて,感想をもつ

ている。C(1)オ

・「話すこと・聞くこと」において,伝えたい

事柄や相手に応じて,声の大きさや速

さなどを工夫している。A(1)ウ

【主】

・これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,文章の内容と自

分の体験とを結び付けて,お話の好き

なところを伝え合つたり演じたりしようと

してし

3

かたちのにているかん字

3時間(知技1書2)

教科書:下巻 P.136～ 137

0字形の似た漢字を区別し,正しく読み書きす

ることができる。

◇形の似た漢字を集める。

1 形の似た漢字を正しく使い分けるという学

習課題をつかむ。

2 形の似た漢字を使つて短文を作る。

3 既習の漢字の中から形の似ているものを

探して,短文を作る。
4 学習を振り返つて,字形に注意して読み

書きすることを確認する。

【知・技】

◎学年別漢字配当表の第1学年に配当

されている漢字を読み,漸次書き,文の

中で使つている。(1)エ

【思・半u・ 表】
。「書くこと」において,文章を読み返す

習慣を付けるとともに,間 違いを正した

り,語と語との統き方を確かめたりして

いる。B(1)エ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるようになつたことを生かしなが

ら,積極的に,学年別漢字配当表の第

1学年に配晋されている漢字を読み ,

漸次書き,形の似ている漢字を集めよう

としている。

3

8H寺問(苔 8)

教科書:下巻P138～ 141

1既習事項との関劇
1年間の「書くこと」の学習

一年かんをふりかえろう

【ことばの力〕

かいた文しょうをよみかえす

0これまでに書いた文 から一つ 書き

直し,自 分の文章の内容や表現のよいとこ

ろを見付けることができる。

◇一年間を振り返り,いちばん心に残っている

出来事を報告する文章を書く。B(2)ア

1 これまでの学習を振り返り,単元の学習の

見通しをもつ。

取り組む

2 1年間で書いた文章を読み返し,家の人

に伝える出来事を決める。

3 出来事を伝える文章を書く。

振り返る

4 単元の学習を振り返る。

か

【知・技】

・丁寧な言葉と普通の言柴との違いに気

を付けて使つている。(1}キ

【思・判・表】
。「書くこと」において,経験したことなど

から書くことを見付け,必要な事柄を集

めたり確かめたりして,伝 えたいことを

明確にしている。B11)ア

・「書くこと」において,文章を読み返す

習慣を付けるとともに,間 違いを正した

り,語と語や文と文との続き方を確かめ

たりしている。B(1)エ

◎「書くこと」において,文章に姑する感

想を伝え合い,自 分の文章の内容や表

現のよいところを見付けている。B(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験で気付いたこと

やできるよう1こ なつたことを生かして見

通しをもち,積極的に,自 分の文章の

内容や表現のよいところを見付け,いち

ばん心に残つている出来事を報告する

文章を書こうとしてい

・生活科の時間

に書いたメ甘

を読み返す。
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